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1. 研究背景 

会話ロボットに必要な能力として，会話から

様々な事柄を連想する能力が挙げられる．連想

技術に有用な資源として概念ベース[1]がある．

従来の概念ベースの構築方式では，形態素解析

器が新語を検出できないために，新語を概念と

して扱うことができなかった．実用的な連想技

術を実現するためには，新語の概念を扱える必

要がある．そこで本研究では，単語分かち書き

辞書 mecab-ipadic-NEologd[2]を用いた形態素解

析を導入し，概念価値に基づく重みづけを用い

た概念ベース構築方式を提案する．これにより，

日々生まれる新語を概念ベースに取り込むこと

が容易になる．性能評価のため，本稿では従来

研究で用いられた百科事典からの新語の概念化

を行う． 

 

2. 関連技術 

2.1. 概念ベース 

概念ベースとは，電子化された国語辞典や新

聞記事などから自動的に構築した知識ベースで

ある．ある語を概念として定義し，概念の意味

特徴を表す語（属性）とその重要さを表す数値

（重み）の対の集合によって定義する．ある概

念𝐴は𝑛個の属性𝑎𝑖と重み𝑤𝑖(> 0)の対によって，

式(1)のように定義される． 
𝐴 = {(𝑎1, 𝑤1), (𝑎2, 𝑤2), ⋯ , (𝑎𝑛, 𝑤𝑛) } (1)  

ここで，概念自身が持つ属性を 1次属性と呼ぶ．

すべての属性は概念としても登録されているた

め，1 次属性からも属性を導くことができる．こ

の導かれた属性を，もとの概念に対する 2次属性

と呼ぶ．また 1 次，2 次属性の集合を 2 次属性空

間と呼ぶ．概念ベースは，𝑛次の属性の連鎖集合

の構造となっている． 

 

2.2. 関連度計算方式 

関連度計算方式[3]とは，概念ベースにある 2

つの概念の関連の強さを定量的に表現する手法

である．算出された数値を関連度と呼ぶ．関連

度は 0.0から 1.0までの実数値で表現され，関連

度が大きいほど概念間の関連が強いといえる． 

 

3. 従来研究 

白石らは，時事用語や専門用語を概念として

獲得するために，複合語の概念・属性を考慮し

た百科事典・国語辞典からの概念ベース構築方

式を提案している[4]．この方式では，概念は国

語辞典や百科事典[5]の見出し語から，属性は見

出し語の説明文から獲得する．概念として獲得

する語は“名詞”，“動詞”，“形容詞”，

“複合語”，“アルファベットを含む語”，

“カタカナを含む語”となる．概念として獲得

する“複合語”は，前後関係が“接頭詞＋名

詞”，“名詞＋名詞”，“名詞＋接尾詞”，

“名詞＋助動詞『ない』”，“動詞（連用形）

＋動詞”，“動詞＋形容詞”となる語となる．

“接頭詞＋名詞＋名詞”のように，上記の規則

が連続していれば，それらも一つの複合語とな

る．  

属性の重み付けには，概念ベース𝑡𝑓 ∙ 𝑖𝑑𝑓を用

いる．ある概念𝐴の属性𝑎の重み𝑊(𝐴, 𝑎)は以下の

式(2)で求める． 

𝐴 = 𝑊(𝐴, 𝑎) = 𝑡𝑓𝐴,𝑛(𝑎) × log2

𝑉𝑎𝑙𝑙

𝑑𝑓𝑛(𝑎)
 (2)  

ここで𝑡𝑓𝐴,𝑛(𝑎)は概念𝐴の𝑛次属性空間に概念𝑎

が出現する頻度，𝑉𝑎𝑙𝑙は概念ベース内の概念の総

数，𝑑𝑓𝑛(𝑎)は𝑛次属性空間に概念𝑎を属性として

持つ概念の数を表す．白石らは構築した概念ベ

ースの性能評価実験の結果に基づき，n = 2を用

いている． 

 

4. 提案手法 

白石らによる複合語の抽出処理を行うことで，

新語を概念として獲得できる可能性がある．し

かし，白石らの手法では適切な複合語が抽出で

きるとは限らない．例えば，“コンピュータ犯

罪防止が大きな問題となっている”という文か

らは，“コンピュータ犯罪防止”を一つの複合

語として抽出する．百科事典の見出し語として

“コンピュータ犯罪”が記載されていることか

らも，“コンピュータ犯罪”までを一つの複合

語として抽出すべきである．そこで本研究では，

形態素解析器 MeCab[6]と，単語分かち書き辞書

mecab-ipadic-NEologd を用いて，概念と属性を
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獲得し，概念ベースを構築した．この辞書を用

いることで，固有名詞や複合名詞などの長い単

語を 1単語として分かち書きすることができる．

上記の“コンピュータ犯罪防止”は，“コンピ

ュータ犯罪”と“防止”に分かち書きすること

ができる．本辞書は Webから新語を含む様々な語

を収集して構築されるため，新語の検出性能の

向上が期待できる．また，属性の重みづけは従

来研究と同様に，概念ベース𝑡𝑓 ∙ 𝑖𝑑𝑓を用いた． 

 

5. 評価実験 

概念や属性の獲得方法を変えることによる概

念ベースの性能の変化を評価するため，以下の

内容の実験を行った． 

 

5.1. 概念ベースの構築 

まず複数の国語辞典から基本となる概念ベー

スを構築した．そして，この概念ベースに対し，

百科事典から概念の追加を行った．白石らの複

合語抽出手法を用いて概念と属性を獲得し，構

築した概念ベースを𝐶𝐵𝑐𝑜𝑚𝑝，提案手法を用いて

構築した概念ベースを𝐶𝐵𝑛𝑒𝑜𝑙𝑜𝑔𝑑とする． 

 

5.2. X-ABC評価 

X-ABC 評価では，任意の基準概念を𝑋とし，概

念𝑋と関連が強い概念を𝐴，関連がある概念を𝐵，

関連がない概念を𝐶とする．概念X, 𝐴, 𝐵, 𝐶からな

る組を複数用意し，次の条件式を満たすものを

正解とする． 
𝐷𝑜𝐴(𝑋, 𝐴) > 𝐷𝑜𝐴(𝑋, 𝐵) > 𝐷𝑜𝐴(𝑋, 𝐶) (3)  

ここで𝐷𝑜𝐴(𝑋, 𝐴)は概念𝑋と𝐴の関連度を表す．評

価実験では，基準概念として百科事典の見出し

語をランダムに選び，人手で概念A, 𝐵, 𝐶を設定し

た 200組の評価データを作成した． 

 

5.3. 実験結果 

実験結果を表 1 に示す．𝐶𝐵𝑐𝑜𝑚𝑝に比べて

𝐶𝐵𝑛𝑒𝑜𝑙𝑜𝑔𝑑では精度が 9.5%向上した．また有意水

準 5%で符号検定を実施したところ， 𝑍 =

2.959182 > 1.96となり，有意に差があることが

確認できた． 

 

表 1：X-ABC評価の正解率（%） 

𝐶𝐵𝑐𝑜𝑚𝑝 𝐶𝐵𝑛𝑒𝑜𝑙𝑜𝑔𝑑 

43.5 53.0 

 

6. 考察 

基準概念𝑋を“ＪＩＣＡ”，概念𝐴を“組織”，

概念𝐵を“協力”，概念𝐶を“布団”としたとき

に，𝐶𝐵𝑐𝑜𝑚𝑝を用いた評価では成功し，𝐶𝐵𝑛𝑒𝑜𝑙𝑜𝑔𝑑

では失敗していた．原因は，𝐶𝐵𝑐𝑜𝑚𝑝での“ＪＩ

ＣＡ”の属性には“無償資金協力”などが含ま

れており，“協力”単体での属性は存在してい

なかった．𝐶𝐵𝑛𝑒𝑜𝑙𝑜𝑔𝑑では“協力”単体での属性

が存在していたため，“ＪＩＣＡ”と“協力”

の関連度が上昇し，評価に失敗していた．この

ようなケースの改善方法としては，概念（見出

し語）とシソーラス距離が近い属性の重みを大

きくすることが考えられる．今後の課題として，

シソーラス距離を考慮した重み付け手法を検討

し，精度の向上を図る． 

 

7. まとめ 

本研究では新語の獲得に対応した概念ベース

の構築方法として，単語分かち書き辞書 mecab-

ipadic-NEologd を用いた概念と属性の獲得を行

い，概念ベースを構築する手法を提案した．評

価実験では精度が 9.5%向上し，提案手法が有効

であることを示した． 
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